
広報WARABI ● 平成28年６月１日発行 ／ 発行所・蕨市役所
● http://ｗｗｗ.city.warabi.saitama.jp/
● 蕨市の面積　５.11km２

● ５月１日現在人口：73,541人 前月比  +237人
 　　　　　　　　　   男 37,442人　女 36,099人
　　　　　　　　　 世帯数：37,281
　　　　　　　　　 人口密度：14,391人／km２

2016/平成28年
わらび・783

お母さんも１歳のバースデイ
ブーケと花飾りでおしゃれに
　赤ちゃんの初めての誕生日。それは
ママ１周年でもあります。「おしゃれを
して記念日をすてきな思い出に」と、市
内のお花屋さんと撮影会を企画してい
るのは、自らも子育て中の田

た

中
なか

雅
まさ

子
こ

さ
んと浅

あさ

沼
ぬま

南
みなみ

さん。プレ撮影会で準備も
万端。ママたちに幸せの種をまきます。

～今月の特集～
　◦交通事故の
　　　　　ないまちへ

撮影会は今月26日（日）を予定。地域の
子育てママを笑顔にする手作りの催し
は右ＱＲコードで詳細を確認できます
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　まち全体の取り組みにより
減少傾向にある交通事故。課
題である自転車事故の割合の
高さも昨年は改善しています。
　しかし、いまだ事故がなく
なったわけではありません。
そこで今月は交通安全の推進
について、あらためて皆さん
と考えてみたいと思います。

ル
ー
ル
の
遵
守
が
た
い
せ
つ
に

改
善
し
つ
つ
あ
る
自
転
車
事
故

←

みんなで守ろう！
　ルールとマナー

地域ぐるみで交通事故を減らして、笑顔があふれるまちに―

内
で
は
市
民
や
交
通
関
係
団
体
、警
察
、

行
政
が
一
体
と
な
り
、
啓
発
活
動
や
環

境
整
備
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
更
に
一

昨
年
に
は
県
内
２
市
目
と
な
る
自
転
車

安
全
利
用
条
例
を
施
行
し
、
ま
ち
ぐ
る

み
で
取
り
組
み
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
昨
年
。
自
転
車
事
故
の
死
傷

者
は
前
年
よ
り
も
23
人
少
な
い
78
人
、

事
故
全
体
に
占
め
る
割
合
も
30
％
と
、

一
定
の
成
果
を
見
せ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
い
ま
だ
に
事
故
が
な
く
な

っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し

た
な
か
、
自
転
車
利
用
者
の
ル
ー
ル
と

マ
ナ
ー
の
更
な
る
遵じ
ゅ
ん

守
に
向
け
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

先
月
に
は
小
学
校
５
校
で
交
通
安
全

教
室
を
開
催
し
、
子
ど
も
た
ち
が
正
し

い
自
転
車
の
利
用
方
法
な
ど
を
学
び
ま

し
た
。
そ
の
一
つ
、
北
小
学
校
で
の
様

子（
３
㌻
上
段
）
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

５
月
12
日
、
北
小
学
校
。
校
庭
に
は

白
線
で
道
路
が
描
か
れ
、
信
号
機
な
ど

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
３
年
生
89
人

の
今
日
の
先
生
は
お
巡ま
わ

り
さ
ん
で
す
。

　
「
青
信
号
で
も
左
右
を
確
認
！
」、「
自

転
車
は
左
側
通
行
！
」
と
、
ま
ず
は
ル

ー
ル
の
確
認
を
し
た
児
童
た
ち
。

　

続
い
て
は
実
践
編
。
乗
車
前
に
「
ブ

タ
ベ
ル
サ
ハ
ラ
」（
※
）の
点
検
を
し
て

出
発
で
す
。左
側
通
行
を
守
り
な
が
ら
、

交
差
点
や
障
害
物
の
通
過
時
は
し
っ
か

　

昨
年
、
市
内
で
発
生
し
た
交
通
事
故

に
よ
る
人
身
事
故
は
２
１
２
件
、
死
傷

者
は
２
６
０
人（
う
ち
死
者
１
人
）。
平

成
18
年
の
人
身
事
故
は
４
０
９
件
、
死

傷
者
は
４
９
８
人（
同
５
人
）で
し
た
の

で
、
10
年
間
で
半
数
近
く
に
減
少
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す（
左
グ
ラ
フ
）。

　

一
方
、
課
題
と
な
っ
て
い
た
の
が
、

こ
の
10
年
で
事
故
全
体
の
約
37
％
を
占

め
る
自
転
車
の
事
故
で
す
。
首
都
圏
に

位
置
し
、
市
域
に
高
低
差
が
少
な
い
蕨

で
は
自
転
車
の
利
用
者
が
多
く
、
そ
の

割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た

全
国
的
に
い
え
る
こ
と
で
す
が
、
自
転

車
の
乗
車
に
は
免
許
が
不
要
な
た
め
、

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
が
徹
底
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
も
要
因
と
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
改
善
し
よ
う
と
市

市内の交通事故発生状況

H18 19 20 21 22 23 24 25 26 27
154人 187人 140人 134人 134人 156人 125人 112人 101人 78人

（30.9%）（42.0%）（36.9%）（39.2%）（34.7%）（38.7%）（37.5%）（34.6%）（41.4%）（30.0%）

◎自転車事故の死傷者数と事故全体に占める割合
H18　  19  　20  　21  　22  　23  　24  　25  　26  　27
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人身事故件数
死傷者数

交通事故のないまちへ
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万一の自転車事故への備えを／自転車損害保険等への加入をお願いします 詳細＝安全安心推進課（☎430・7834）

右よし、左よし、右よし！
　子どもたちも交通ルールを確認
　ここでは、北小学校で実施された交通安全教室の
様子について紹介します。

3　広報WARABI

←皆
さ
ん
も
更
な
る
安
全
運
転
を

①交通ルールのたいせつさを教わる子
どもたち ②自転車に乗る前に「ブタベ
ルサハラ」を点検しましょう ③交差点
では、青信号でも安全確認を忘れずに

必ず守ろう！
自転車安全利用五則

①自転車は、車道が原則、歩道は例外
自転車は道路交通法上「車両」です

②車道は左側を通行
車道の左端に沿って走りましょう
③歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行
13歳未満の子どもと70歳以上の高齢者等は、歩道の
ある道路では歩道を通行することができます。歩行
者の通行を妨げるおそれがあるときは一時停止をし
ましょう

④安全ルールを守る
○飲酒運転・二人乗り・並進の禁止　○夜間はライト
を点灯　○交差点での信号遵守と一時停止・安全確認

⑤子どもはヘルメットを着用
児童・幼児には乗車用ヘルメットをかぶらせましょう

【補助額】
 自転車ヘルメット購入
に要した費用の２分の
１の額で上限2,000円
【対象】
 蕨市に住所のある、高
校生までの人及び65歳
以上の人
　※その他条件あり

問い合わせ＝安全安心推進課（☎430・7834）

── 北小の３年生に感想を聞きました

乗車前の「ブタベルサハラ」の点検がたい
せつなんだね。お母さんが自転車を使うの
で、おうちに帰ったら教えてあげたいです。

笠
かさ

原
はら

 淑
よし

仁
ひと

さん

飯
いい

田
だ

 優
ゆ

利
り

さん

気をつけたい高齢者の事故

ふだんから自転車はよく乗っているけど、
車と同じ仲間っていうのは知らなかったよ。
これからも交通ルールを必ず守ります。

り
と
安
全
確
認
を
。
昨
年
、
市
内
の
自

転
車
事
故
の
約
45
％
は
安
全
確
認
や
一

時
停
止
を
怠
っ
た
こ
と
が
原
因
で
し
た
。

実
際
の
道
路
で
も
見
通
し
の
悪
い
交
差

点
な
ど
は
、
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
教
室
で
指
導
し
た
蕨
警
察
署
交

通
課
の
警
察
官
は
、「
自
転
車
安
全
利

用
五
則
（
左
上
囲
み
）
が
重
要
で
す
。

必
ず
守
っ
て
安
全
運
転
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
は
今
年
の
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。４
月
末
現
在
、

自
転
車
事
故
の
死
傷
者
は
17
人
（
前
年

同
期
比
15
人
減
）、事
故
全
体
に
占
め
る

割
合
も
20
・
５
％
と
な
っ
て
お
り
、
交

通
事
故
全
体
も
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
今
後
も
、
交
通
事
故
の
な
い

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
や
関
係
機
関
と
連
携
し

て
い
く
と
と
も
に
、
次
期
「
交
通
安
全

計
画
」
の
策
定
や
更
な
る
道
路
環
境
の

整
備
な
ど
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
の
両
面
か

ら
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
交
通
事
故
の
被
害
者
や

加
害
者
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
あ
ら
た

め
て
安
全
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　市では６
む

月1
とう

0日を「無灯
火ゼロの日」とし、啓発活
動を行っています（写真は
昨年の様子）。日がのびるこ
れからの季節も、早めのラ
イト点灯を意識しましょう。

１

２

３

自転車ヘルメットの
　　　購入費用を補助します

全国的に交通事故が減少傾向に
ある一方で、高齢社会が進んで
いることなどを背景に、65歳以
上の高齢者に関する事故が多く
発生しています。また、近年は、
高齢者のかたが被害者だけでなく加害者と
なってしまうケースも増えています。

○高齢者に関連する事故は
　なぜ起こってしまうのか

原因の一つとしてあげられるの
が、高齢者は加齢とともに運動
能力や身体機能が低下するということです。
こうした変化を認識せず、無理をすること
で事故が起こってしまいます。

○どうすれば、高齢者に関する
事故を減らすことができるか

高齢者のかたは無理のない行動を
心がけましょう。周囲の人はその

特徴を理解し、動きに対応できるよう、気
持ちにゆとりを持つことがたいせつです。 

 暗くなる前に
　 自転車ライトの点灯を
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の
が
自
助
の
取
り
組
み
で
す
。

リ
ポ
ー
タ
ー　

ポ
イ
ン
ト
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

山
縣　

最
も
重
要
な
の
は
自

分
が
無
事
で
あ
る
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
ま
ず
家
の

安
全
対
策
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

リ
ポ
ー
タ
ー　

具
体
的
に
は

ど
ん
な
対
策
が
あ
り
ま
す
か
。

山
縣　

家
具
の
固
定
化
で
す
。

阪は
ん

神し
ん

・
淡あ

わ

路じ

大
震
災
で
は
家

具
の
下
敷
き
に
な
り
、
多
数

の
死
傷
者
が
出
ま
し
た
。
大

地
震
の
と
き
、
家
具
は
倒
れ

る
も
の
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。

リ
ポ
ー
タ
ー　

た
ん
す
や
棚
、

冷
蔵
庫
な
ど
は
危
険
で
す
ね
。

リポート　そこが知りたい

山
縣　

那
賀
さ
ん
は
２
月
の

「
子
ど
も
防
災
ひ
ろ
ば
１
１

９
」に
参
加
さ
れ
ま
し
た
ね
。

リ
ポ
ー
タ
ー　

避
難
所
体
験

な
ど
よ
い
経
験
を
し
ま
し
た
。

４
月
に
は
熊
本
地
震
が
あ
り
、

あ
ら
た
め
て
、
日
頃
の
備
え

の
必
要
性
を
実
感
し
ま
し
た
。

山
縣　

地
震
の
被
害
を
軽
減

す
る
に
は「
自
助
」、「
共
助
」、

「
公
助
」の
連
携
が
重
要
で
す
。

そ
の
な
か
で
も
基
本
と
な
る

山
縣　

そ
う
で
す
ね
。
瞬
時

に
取
る
行
動
を
確
認
し
て
お

く
と
い
い
で
す
ね（
囲
み
②
）。

リ
ポ
ー
タ
ー　

発
生
後
に
向

け
て
備
え
て
お
く
こ
と
は
？

山
縣　

備
蓄
品（
囲
み
③
）の

準
備
の
ほ
か
、
家
族
の
安
否

確
認
の
方
法
や
集
合
場
所
を

決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

リ
ポ
ー
タ
ー　

家
族
が
別
々

に
い
る
と
心
配
で
す
よ
ね
。

山
縣　

安
否
確
認
は
電
話
で

声
を
録
音
す
る
「
災
害
用
伝

た
い
せ
つ
な
の
は
一
人
ひ
と
り
の
取
り
組
み

進
め
て
い
ま
す
か
？
地
震
へ
の
備
え

山
縣　

特
に
寝
室
や
居
間
、

避
難
経
路
の
家
具
は
要
注
意

で
す（
補
助
制
度
は
囲
み
①
）。

そ
の
他
、
住
宅
の
耐
震
化
や

地
震
発
生
時
に
自
動
で
電
気

を
止
め
る
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

の
設
置
を
お
勧
め
し
ま
す
。

山
縣　

と
こ
ろ
で
地
震
の
際
、

皆
さ
ん
は
ど
う
し
ま
す
か
。

リ
ポ
ー
タ
ー　

机
の
下
に
隠

れ
る
な
ど
頭
を
守
り
ま
す
！

　

大
地
震
に
よ
る
被
害
を
で
き
る
だ
け
軽
減
す
る
に
は
、
自
分
や
家
族
の
安
全
を
守
る「
自
助
」の

取
り
組
み
が
た
い
せ
つ
で
す
。今
月
は
中
央
在
住
の
那な

賀が

さ
ん
親
子
が
市
民
リ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、

安
全
安
心
推
進
課
の
山や

ま

縣が
た

良り
ょ
う

太た

主
事
に
一
人
ひ
と
り
が
実
践
で
き
る
対
策
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

身近なことから取り組みを

言
ダ
イ
ヤ
ル（
１
７
１
）」
や

携
帯
電
話
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
文
字
を
登
録
す
る
「
災

害
用
伝
言
板
」が
有
効
で
す
。

リ
ポ
ー
タ
ー　

一
度
試
し
て

お
く
と
慌
て
な
い
で
す
ね
。

山
縣　

今
日
お
話
し
し
た
内

容
は
地
震
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

（
囲
み
④
）に
掲
載
し
て
い
る

の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
現
在
市
で
は
各
自
主

防
災
会
の
活
動
な
ど
に
よ
る

「
共
助
」や
、
公
共
施
設
の
耐

震
化
な
ど
の「
公
助
」の
取
り

組
み
も
進
め
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
も
身
近
な
こ
と
か
ら
、

ぜ
ひ
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

リ
ポ
ー
タ
ー　

早
速
、
実
践

し
て
み
ま
す
。
今
日
は
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

減
災
の
基
本
は｢

自
助
」

〈１１6〉

情
報
ダ
イ
ヤ
ル

　

掲
載
は
無
料
。
申
し
込
み
は
秘

書
広
報
課（
緯
433
・７
７
０
３
）へ
。

〔
仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か
〕

▼
蕨
北
町
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団　

土
・
日
曜
日
・
祝
日　

北

小
学
校　

月
１
５
０
０
～
２
０
０

０
円
（
未
就
学
児
は
年
間
１
０
０

０
円
）　

年
中
～
小
学
生
≪
小
泉
・

緯
090
・
４
９
４
８
・
５
９
３
６
≫

▼
エ
ク
セ
レ
ン
ト
ク
ラ
ブ
（
パ
ソ

コ
ン
）　

月
３
回
火
曜
日　

午
後

１
時　

中
央
公
民
館　

月
２
５
０

０
円
≪
岩
崎
・
緯
090
・
７
２
３
３
・

３
９
６
７
≫

▼
楊
名
時（
太
極
拳
）　

土
曜
日　

午
後
２
時
半　

蕨
駅
東
口
駅
前

ラ
・
セ
ー
ヌ
ビ
ル　

月
４
５
０
０

円
≪
浦
島
・
緯
224
・
５
９
１
５
≫

▼
蕨
塚
越
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団　

土
・
日
曜
日
・
祝
日　

東

小
学
校
ま
た
は
塚
越
小
学
校　

月

２
５
０
０
円　

年
中
～
小
学
生　

体
験
入
団
も
大
歓
迎
≪
元
山
・
緯

090
・
８
４
６
１
・
５
３
１
５
≫

▼
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
わ
ら
び

中
央　

火
曜
日
＝
午
後
１
時
半　

水
曜
日
＝
午
後
２
時　

中
央
公
民

館　

月
２
０
０
円
≪
新
保
・
緯

090
・
１
８
１
１
・
１
６
３
６
≫

▼
ね
こ
の
み
み
（
市
民
交
流
・
談

話
）　
月
１
回　
正
午　
市
内　
５
０

０
円
≪
北
田
・
緯
432
・
８
５
０
１
≫

▼
下
蕨
川
柳
ク
ラ
ブ　

第
２
火
曜

日　

午
前
９
時
半　

下
蕨
公
民
館 

月
１
０
０
０
円　
初
心
者
歓
迎
≪
相

澤
・
緯
442
・
８
５
１
５
≫

①家具転倒防止器具設置等補助制度
対象＝市内全世帯（今年度限り）　１世帯１回 
補助金額＝器具購入費、市内登録事業者に支
払った設置費（上限１万円）　申し込み＝申請
書と必要書類を安全安心推進課（緯433・7755）

②地震発生時の安全確保
室内では慌てて出口に駆け
込まず窓ガラスや棚などか
ら離れ、身を守りましょう

外では塀や自動販売機など
から離れ、落下物に注意し、
頭を保護しましょう

③準備する災害用備蓄品
１週間分の飲料水､ 食
料品、懐中電灯､ 医薬
品､ ラジオ､ 簡易トイ
レ処理セットなど

④蕨市地震ハザードマップ
東京湾北部地震を想定し、「地域の
危険度」、「揺れやすさ」、「液状化」、

「火災危険度」を地図で示したほか
自宅でできる備えを掲載　詳細
＝安全安心推進課（緯433・7755）

※ ポール式はストッ
パー式やマット式
との組み合わせで
効果が高まります

那
な

賀
が

 美
み

奈
な

子
こ

さん

和
かず

希
き

さん（小５）　祐
ゆう

希
き

さん（小２）

日
頃
の
準
備
が
安
心
に

身
近
な
点
か
ら
実
践
を
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お
母
さ
ん
　
東
日
本
大
震
災

か
ら
先
月
で
５
年
ね
。
い
ざ

と
い
う
と
き
へ
の
備
え
、
我

が
家
は
で
き
て
い
る
か
し
ら
。

お
父
さ
ん
　
食
料
や
生
活
用

品
の
備
蓄
は
し
て
い
る
け
ど
、

家
具
の
転
倒
防
止
は
済
ん
で

い
な
か
っ
た
な
～
。

ワ
ラ
ビ
　
倒
れ
た
ら
怖
い
よ
。

お
母
さ
ん
　
た
し
か
、
市
に

は
家
具
の
転
倒
を
防
ぐ
器
具

の
購
入
や
設
置
に
対
す
る
補

助
制
度
が
あ
っ
た
わ
。
こ
の

機
会
に
聞
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

ワ
ラ
ビ
　
こ
ん
に
ち
は
。

お
母
さ
ん
　
家
具
の
固
定
化

を
し
た
い
の
で
す
が
、
今
年

度
も
補
助
は
あ
り
ま
す
か
？

職
員
　
は
い
。
昨
年
度
は
一

部
の
世
帯
に
対
象
が
限
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
各
家
庭
の

家
具
固
定
化
で
地
震
発
生
時
の
被
害
軽
減
を

購
入
・
設
置
前
の
申
請
で
上
限
１
万
円
補
助

自
助
の
取
り
組
み
を
後
押
し

し
よ
う
と
、
今
年
度
は
全
世

帯
に
対
象
を
広
げ
て
い
ま
す
。

ワ
ラ
ビ
　
そ
う
な
ん
だ
～
。

職
員
　
家
具
の
転
倒
は
、
直

接
当
た
っ
て
け
が
を
す
る
だ

け
で
な
く
、つ
ま
ず
く
、避
難

経
路
を
塞
ぐ
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
危
険
が
あ
る
ん
で
す
よ
。

お
母
さ
ん
　
今
後
30
年
以
内

に
70
％
の
確
率
で
首
都
直
下

地
震
の
発
生
が
予
想
さ
れ
て

い
る
し
、
対
策
は
重
要
ね
。

職
員
　
被
害
イ
メ
ー
ジ
に
近

い
と
さ
れ
る
阪は

ん

神し
ん

・
淡あ

わ

路じ

大

震
災
で
は
、
死
者
数
の
約
１

割
、負
傷
者
の
半
数
近
く
が
、

家
具
の
転
倒
が
原
因
だ
と
い

わ
れ
て
い
る
ん
で
す
。

ワ
ラ
ビ
　
え
…
、
家
具
が
凶

器
に
変
わ
っ
ち
ゃ
う
ん
だ
。

お
母
さ
ん
　
具
体
的
に
は
ど

の
よ
う
な
補
助
が
受
け
ら
れ

る
の
で
し
ょ
う
か
。

職
員
　
家
具
転
倒
防
止
器
具

の
購
入
費
・
市
内
登
録
事
業

者
に
支
払
う
設
置
費
に
つ
い

て
１
世
帯
当
た
り
上
限
１
万

円
を
補
助
し
ま
す（
下
囲
み
）。

お
母
さ
ん
　
そ
れ
な
ら
、
お

年
寄
り
や
障
害
者
な
ど
、
自

分
で
設
置
が
難
し
い
人
も
安

心
し
て
利
用
で
き
る
わ
ね
。

職
員
　
そ
う
で
す
ね
。
ご
利

用
の
際
に
は
、
直
接
、
登
録

事
業
者
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ワ
ラ
ビ
　
ち
な
み
に
家
具
な

親と子の
ニュースの
小窓

家具固定化の補助制度
今年度に限り

全世帯に対象を拡大
　地震発生時、家具類の転倒による
圧死や負傷などの被害を減らそうと、
昨年度創設した家具転倒防止器具設
置等補助制度。高齢者や障害者など
一部世帯に限られていた対象を今年
度は全世帯に拡大します。万一に備
える事前対策にぜひご活用ください。

家
具
を
固
定
し
て
た
い
せ
つ
な
命
を
守
り
ま
し
ょ
う

ら
な
ん
で
も
い
い
の
か
な
～
。

職
員
　
対
象
は
タ
ン
ス
や
食

器
棚
、
冷
蔵
庫
な
ど
床
置
き

型
の
家
具
と
な
っ
て
い
ま
す
。

お
母
さ
ん
　
設
置
に
関
し
て

ポ
イ
ン
ト
は
あ
り
ま
す
か
？

職
員
　
寝
室
や
居
間
な
ど
家

族
が
長
時
間
過
ご
す
場
所
や

避
難
経
路
な
ど
に
あ
る
家
具

の
固
定
化
が
た
い
せ
つ
で
す
。

住
宅
の
構
造
や
家
具
の
配
置

状
況
な
ど
を
考
慮
し
て
、
適

切
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

お
母
さ
ん
　
最
後
に
申
請
方

法
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

職
員
　
は
い
。
必
ず
器
具
の

購
入
や
事
業
者
に
よ
る
設
置

の
前
に
申
請
書
と
必
要
書
類

（
商
品
や
金
額
が
分
か
る
物
、

見
積
書
等
）
を
安
全
安
心
推

進
課
ま
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

ワ
ラ
ビ
　
は
～
い
。
帰
っ
た

ら
お
父
さ
ん
に
教
え
な
き
ゃ
。

職
員
　
家
具
の
固
定
化
は
簡

単
に
で
き
ま
す
。
身
近
な
対

策
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

家具転倒防止器具設置等補助制度
【対象世帯】
市内の全世帯（これまでに補助を受けた世帯は対象外）
【補助金額】
器具購入費、市内の登録事業者に支払う設置費で上限１万円
【申請・詳細】　※受け付けは予算がなくなりしだい終了　
必ず器具の購入・事業者による設置前に、申請書に必要書類を添えて
安全安心推進課（緯433・7755）　※申請書は同課または市ホームページで入手可
【主な対象器具とその効果】 【登録事業者】

　ご自身で設置が困
難な場合などは、市
が指定する市内登録
事業者（３月１日現
在20事業所が登録）
をご利用ください。

詳細はＱ
Ｒコード
で御覧に
なれます

※�ポール式はストッパー式やマット式と組み合わせることに
よって、より効果が高まります

ストッパー式

マット式

ポール式 Ｌ型金具
（スライド式）

ベルト式

チェーン式

Ｌ型金具
（上向き取付）

プレート式

Ｌ型金具
（下向き取付）

小　　　　　  器具の効果  　　　　　大
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手に汗握る土俵の攻防

講演で健康意識アップ

友達増える楽しい交流

　

幼
児
か
ら
小
学
生
ま
で
が

土
俵
上
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ

る
、「
蕨
市
少
年
相
撲
大
会
」

が
、
５
月
15
日
、
市
民
体
育

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
日
は
団
体
戦
と
個
人
戦
が

行
わ
れ
、
60
人
の
豆
力
士
が

出
場
。
激
し
い
ぶ
つ
か
り
合

い
や
豪
快
な
投
げ
手
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
に
よ
る
名
勝
負

に
会
場
が
沸
い
て
い
ま
し
た
。

　

５
月
19
日
、「
わ
ら
び
健
康

ア
ッ
プ
講
演
会
」
が
市
民
体

育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
昨

年
度
に
続
き
実
施
す
る
、「
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
と
筋
力
ア
ッ
プ

で
健
康
密
度
も
日
本
一
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
で
行
わ

れ
た
こ
の
催
し
。
参
加
者
98

人
は
青あ

お

栁や
ぎ

幸ゆ
き

利と
し

医
学
博
士
に

よ
る
、
健
康
法
の
秘
訣け

つ

に
熱

心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

南
小
学
校
で
は
、
学
年
の

垣
根
を
越
え
た
交
流
を
育
む

た
め
「
異
学
年
交
流
」
が
毎

年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
５
月

６
日
に
は
１
年
生
、６
年
生
、

ひ
ま
わ
り
学
級
の
１
７
５
人

が
市
民
公
園
へ
。
ゲ
ー
ム
や

ダ
ン
ス
な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
だ
ほ
か
、

お
弁
当
を
食
べ
な
が
ら
、
友

達
の
輪
を
広
げ
て
い
ま
し
た
。

けやき荘まつりが開催
　

５
月
13
日
か
ら
15
日
ま
で

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
け
や
き

荘
で「
け
や
き
荘
ま
つ
り
」が

開
か
れ
ま
し
た
。
利
用
者
の

皆
さ
ん
が
歌
や
踊
り
な
ど
を

発
表
し
た
ほ
か
、
作
品
展
で

は
書
道
や
俳
画
に
加
え
、
蕨

の
伝
統
織
物「
双
子
織
」を
使

っ
た
力
作
を
初
披
露
。
訪
れ

た
６
９
１
人
は
催
し
を
通
し

て
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

花と緑で彩られた祭典
　

４
月
29
日
、
中
山
道
本
町

通
り
で
「
苗
木
市
・
藤
ま
つ

り
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。沿

道
で
は
草
花
や
苗
木
の
販
売
、

市
内
で
収
穫
さ
れ
た
農
産
物

の
直
売
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
、
ま
た
、
三
学
院
で
は
樹

齢
１
０
０
年
以
上
の
フ
ジ
の

花
の
下
で
野
点
が
行
わ
れ
る

な
ど
、
約
４
万
人
が
春
の
ひ

と
と
き
を
満
喫
し
ま
し
た
。

▼
南
囲
碁
ク
ラ
ブ　

火
曜
日　

午

前
９
時
半　
南
公
民
館　
無
料
≪
山

本
・
緯
432
・
４
５
４
３
≫

▼
テ
ィ
ン
ク
ル（
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
） 

木
曜
日　
午
後
５
時
半　
東
公
民
館 

月
４
０
０
０
円　

小
学
生　

見

学
・
体
験
レ
ッ
ス
ン
あ
り
≪
飯
塚
・

緯
090
・
２
７
６
２
・
５
３
２
０
≫

▼
和
楽
備
ラ
ジ
オ
体
操
絆
の
会　

月
・
水
・
金
曜
日
＝
午
前
６
時
15

分　

火
・
木
曜
日（
男
性
の
み
）＝

午
前
７
時　

城
址
公
園
≪
平
田
・

緯
090
・
３
１
３
１
・
９
３
９
９
≫

〔
参
加
し
ま
せ
ん
か
〕

▼
大
人
の
た
め
の
英
会
話
・
韓
国

語
入
門
講
座　

７
月
９
日
～
９
月

３
日　
土
曜
日　
全
８
回　
英
会
話

＝
午
後
１
時
半　

韓
国
語
＝
午
後

３
時　
市
民
会
館　
各
15
人（
先
着

順
）　

各
５
０
０
０
円（
別
途
教
材

費
）≪
国
際
文
化
交
流
協
会・前
田・

緯
090
・
６
４
８
９
・
２
８
０
３
≫

▼「
袋
田
の
滝
」参
加
者
説
明
会　

日
時
等
は
電
話
確
認
≪
日
帰
り
旅

倶
楽
部
・
岩
本
・
緯
090
・
３
４
３

１
・
４
２
９
５
≫

▼
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー　

９
日
・

23
日
・
29
日　

午
後
１
時　

く
る

る　

４
９
９
円
≪
犬
塚
・
緯
441
・

７
３
７
３
≫

▼
セ
ピ
ア
・
火
曜
会
ダ
ン
ス
パ
ー

テ
ィ
ー　

14
日　

午
後
１
時
15
分 

く
る
る　

６
０
０
円
≪
貫
井
・
緯

080
・
５
４
０
１
・
１
７
５
３
≫

〔
ご
相
談
く
だ
さ
い
〕

▼
蕨
断
酒
会（
酒
害
相
談
）　

７
日

＝
中
央
公
民
館　

10
日
＝
南
公
民

館　

16
日
＝
旭
町
公
民
館　

午
後

７
時　

語
り
合
い
の
場
≪
円
浄
・

緯
090
・
２
５
２
２
・
８
６
８
８
≫

　

３
年
前
、
結
婚
を
機
に
来

日
し
、夫
・
言げ

ん

さ
ん
の
実
家
で

暮
ら
す
ア
ン
ナ
さ
ん
は
ス
イ

ス
の
ル
ツ
ェ
ル
ン
出
身
で
す
。

現
在
は
１
歳
の
示じ

侶ろ

ヤ
コ
ブ

く
ん
の
子
育
て
に
奮
闘
中
で
、

「
初
め
て
の
育
児
は
楽
し
い

こ
と
ば
か
り
で
す
」と
、に
っ

こ
り
。
散
歩
で
よ
く
訪
れ
る

城
址し

公
園
や
わ
ら
び
公
園
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
公
園
よ
り
も

き
れ
い
で
子
連
れ
で
も
安
心

だ
そ
う
で
す
。
そ
ん
な
ア
ン

ナ
さ
ん
は
洋
服
の
設
計
士
と

も
い
わ
れ
る
パ
タ
ン
ナ
ー
と

し
て
、
母
国
や
イ
ギ
リ
ス
で

働
い
て
い
た
経
験
の
持
ち
主
。

「
将
来
は
日
本
で
も
技
術
を

生
か
し
た
い
で
す
ね
」
と
、

笑
顔
で
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

この
まちに

暮らして

潤　娜さん　 スイス
北町１丁目・35歳

藤
ふじ

井
い

　アンナ
　カタリナさん

ま
・
ち
・
の
・
話
・
題
　
　

寄せられた義援金を
熊本地震の被災地へ

　平成28年熊本地震に伴う義援金は、
公共施設に設置の義援金箱や直接お
持ちいただいたもの、駅前街頭募金
などを合わせて、313万7,730円（５月
23日集計）となりました。お預かりし
た義援金は日本赤十字社を通じて被

災地へ送金
しました。
ご協力あり
がとうござ
いました。

問い合わせ＝庶務課（緯433・7705）
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ワ
ラ
ビ　

あ
～
楽
し
か
っ
た
。

お
父
さ
ん　

い
っ
し
ょ
に
福

祉
・
児
童
セ
ン
タ
ー
へ
遊
び

に
来
た
の
は
久
し
ぶ
り
だ
な
。

ワ
ラ
ビ　

あ
れ
っ
、「
蕨
市

教
育
セ
ン
タ
ー
」
…
。
こ
ん

な
看
板
あ
っ
た
か
な
？

お
父
さ
ん　

そ
う
い
え
ば
、

４
月
に
開
設
し
た
ら
し
い
ね
。

ワ
ラ
ビ　

お
部
屋
は
３
階
み

た
い
だ
。
行
っ
て
み
よ
う
！

職
員　

こ
ん
に
ち
は
。
以
前

は
教
育
相
談
室
と
い
う
名
前

で
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
新

た
に
教
育
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、

児
童
や
生
徒
、
保
護
者
な
ど

の
悩
み
の
解
消
に
向
け
た
お

手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

ワ
ラ
ビ　

ど
ん
な
こ
と
が
変

わ
っ
た
の
？

職
員　

こ
れ
ま
で
の
教
育
相

談
員
２
人
に
加
え
て
、
社
会

福
祉
士
の
資
格
を
有
す
る
ス

連
携
強
化
へ
新
た
に
福
祉
の
専
門
家
を
配
置

相
談
は
火
～
日
曜　

一
人
で
悩
ま
ず
連
絡
を

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
が
１
人
配
置
さ
れ
ま
し
た
。

お
父
さ
ん　

福
祉
の
専
門
家

が
仲
間
入
り
し
た
ん
で
す
ね
。

ワ
ラ
ビ　

そ
う
な
ん
だ
～
。

で
も
、ど
ん
な
こ
と
す
る
の
？

職
員　

悩
み
や
困
り
ご
と
を

抱
え
る
児
童
・
生
徒
の
状
況

を
把
握
し
、
関
係
機
関
と
の

連
携
を
図
り
ま
す
。
更
に
家

庭
や
地
域
な
ど
へ
の
働
き
か

け
を
通
じ
て
、
環
境
を
改
善

で
き
る
よ
う
調
整
し
ま
す
。

お
父
さ
ん　

全
体
を
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
す
る
人
が
加
わ
っ

た
こ
と
で
、
支
援
体
制
が
い

っ
そ
う
充
実
し
た
わ
け
だ
。

職
員　

現
場
へ
自
ら
足
を
運

び
、
能
動
的
な
ス
タ
イ
ル
を

取
る
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
の
活
動
に
よ
り
、

状
況
が
よ
い
方
向
へ
向
か
う

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

お
父
さ
ん　

子
ど
も
た
ち
も

学
校
生
活
で
い
ろ
い
ろ
な
悩

み
が
あ
る
だ
ろ
う
し
、
親
と

し
て
も
、
な
に
か
と
心
配
ご

と
が
絶
え
な
い
よ
な
～
。

ワ
ラ
ビ　

友
達
と
け
ん
か
し

た
と
き
は
、気
が
重
い
よ
ね
。

職
員　

児
童
や
生
徒
の
場
合
、

「
友
達
と
う
ま
く
い
か
な
い
」、

保
護
者
は
、「
子
ど
も
の
元
気

が
な
い
」な
ど
、悩
む
と
き
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な

親と子の
ニュースの
小窓

相談支援体制の充実へ
ともに悩み考え探す
蕨市教育センター

　児童や生徒、保護者への相談支援
体制の充実と教育課題の調査や研究
を目的に、４月から福祉・児童セン
ター内に教育センターを開設しまし
た。今月は新たにスクールソーシャ
ルワーカーを配置し、スタートした
教育センターの概要を紹介します。

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー（
中
央
）と
２
人
の
教
育
相
談
員

と
き
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ワ
ラ
ビ　

今
日
の
よ
う
な
日

曜
日
も
開
い
て
い
る
ん
だ
ね
。

職
員　

こ
れ
ま
で
ど
お
り
、

月
曜
日
以
外
は
開
館
し
、
午

前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ワ
ラ
ビ　

で
も
、
行
く
の
は

ち
ょ
っ
と
勇
気
が
い
る
な
～
。

職
員　

ご
安
心
く
だ
さ
い
。

電
話
相
談
も
で
き
る
の
で
、

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
父
さ
ん　

こ
う
し
た
相
談

業
務
の
ほ
か
に
、
た
し
か
、

学
校
へ
行
き
た
く
て
も
登
校

で
き
な
い
子
を
対
象
と
し
た

教
室
も
開
い
て
い
ま
す
よ
ね
。

職
員　

は
い
。
教
育
セ
ン
タ

ー
で
は
適
応
指
導
教
室
も
継

続
し
て
運
営
し
て
い
る
ほ
か
、

今
後
は
多
様
化
す
る
教
育
課

題
の
調
査
や
研
究
、
教
職
員

へ
の
研
修
も
行
う
予
定
で
す
。

お
父
さ
ん　

蕨
の
子
ど
も
の

健
や
か
な
成
長
の
た
め
に
、

こ
れ
か
ら
も
お
願
い
し
ま
す
。

蕨市教育センター（中央４－９－22　福祉・児童センター内３階）
相談日＝火曜日～日曜日　午前９時～午後４時
相談方法＝電話（緯434・8

ハローハロー

686か緯0120・3
さあ悩みゼロに

78・302）または来室（要予約）
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恭
きょう

輔
すけ

ちゃん
（２歳９か月）

圭
けい

輔
すけ

ちゃん
（２歳９か月）

左
ひだり

　　武
たけ

史
し

さん　
裕
ゆ

美
み

子
こ

さんの
二男・三男　 　
　　南町３丁目

壮
そう

亮
すけ

ちゃん
（11か月）

円
えん

城
じょう

寺
じ

　亜
あ  き

生さん　
麻
ま

理
り

恵
え

さんの
長男　　　　

　　塚越３丁目

『キラリ！！みんなの力』は、わらびネットワークステーション（緯445・7256）の市民活動登録団体を紹介しています

　
「
最
近
言
葉
を
覚
え
始
め

た
壮
亮
。
食
欲
旺
盛
で
、
も

う
『
ご
は
ん
、
い
た
だ
き
ま

す
』
が
分
か
り
ま
す
。
食
事

中
に
『
お
い
し
い
人
い
る
か

な
』
と
聞
く
と
満
面
の
笑
顔

で
手
を
あ
げ
て
く
れ
る
ん
で

す
よ
。
で
も
『
ご
ち
そ
う
さ

ま
』
だ
と
食
べ
足
り
な
く
て

泣
き
だ
す
こ
と
も
。
そ
ん
な

姿
に
、
思
わ
ず
頰
が
緩
ん
で

し
ま
い
ま
す
。
名
前
の『
亮
』

の
字
は
、
中
国
・
三
国
時
代

の
名
軍
師
の
諸し

ょ

葛か
つ

亮り
ょ
う

孔こ
う

明め
い

に

あ
や
か
り
ま
し
た
。
壮
亮
も

賢
く
て
み
ん
な
に
優
し
い
子

に
育
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」

と
、
母
親
の
麻
理
恵
さ
ん
。

　

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
－530－

友
会
は
中
央
公
民
館
で

開
か
れ
た「
油
絵
入
門
」

の
受
講
生
を
中
心
に
、
画
家
の

故
・
宇う

田だ

要よ
う

之の

助す
け

先
生
を
講
師

に
迎
え
、
昭
和
53
年
に
発
足
し

た
ク
ラ
ブ
で
す
。
現
在
は
50
代

か
ら
90
代
ま
で
の
15
人
が
集
い
、

同
館（
第
１
～
４
金
曜
日　
午
後

７
時
）で
、現
代
ア
ー
ト
作
家
・

新あ
ら

井い

利と
し

治は
る

先
生
の
指
導
の
下
、

油
絵
習
作
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
自

由
に
描
く
こ
と
」。画
材
に
す
る

５月17日に行われた
ＰＲ大使委嘱式にて

　

先
月
、
蕨
市
在
住
で
将
棋

の
女
流
棋
士
・
中な

か

井い

広ひ
ろ

恵え

さ

ん
に
、蕨
市
Ｐ
Ｒ
大
使
に
就
任

い
た
だ
き
ま
し
た
。
昨
年
ま

で
３
期
12
年
、蕨
市
教
育
委
員

と
し
て
ご
尽
力
い
た
だ
い
た

ほ
か
、
現
在
も
小
学
生
へ
の

将
棋
の
普
及
に
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
い
る
中
井
さ
ん
は
、

女
流
棋
士
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
に
女
流
名
人
な
ど
19
期
の

タ
イ
ト
ル
獲
得
や
、昨
年
、女

流
棋
士
初
と
な
る
６
０
０
勝

を
達
成
さ
れ
る
な
ど
、
第
一

線
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

委
嘱
式
で
は
、「
将
棋
で
日

本
一
を
目
指
す
私
に
と
っ
て
、

成
人
式
発
祥
の
地
や
わ
ら
び

り
ん
ご
な
ど
日
本
一
が
た
く

さ
ん
あ
る
蕨
の
Ｐ
Ｒ
を
す
る

こ
と
は
と
て
も
光
栄
」
と
語

っ
て
く
れ
、
私
も
蕨
の
魅
力

の
発
信
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

中
井
さ
ん
の
好
き
な
言
葉
は
、

志
を
持
ち
続
け
る
と
い
う
意

味
の
「
志し

在ざ
い

千せ
ん

里り

」
だ
そ
う

で
す
。
女
流
棋
士
と
し
て
、

更
な
る
ご
活
躍
を
期
待
す
る

と
と
も
に
、
こ
の
言
葉
に
あ

る
よ
う
に
、
市
長
と
し
て
、

引
き
続
き
、
日
本
一
の
住
み

よ
い
ま
ち
蕨
を
目
指
し
て
全

力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市長　賴 髙 英 雄

蕨市ＰＲ大使に
女流棋士の中井広恵さん

88

市民と市長の面会日
　面会日は毎月第１木曜日。
今月は２日です。７月は７日
です。時間は午後１時～５時
を予定しています。
　ご希望のかたは秘書広報課

（緯433・7701）へご連絡を。

～ 画 友 会 ～

紹介します！皆さんの市民活動

キラリ‼　
　みんなの力

メッセージ

の
は
日
常
的
に
接
す
る
素
材
で
、

た
と
え
被
写
体
は
同
じ
で
も
、

作
品
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
が
映
り
、

制
作
を
通
じ
た
交
流
は
笑
顔
の

絶
え
な
い
ひ
と
と
き
で
す
。
ま

た
、
人
物
デ
ッ
サ
ン
や
ア
ク
リ

ル
、
水
彩
な
ど
幅
広
く
親
し
ん

で
い
る
の
も
同
会
の
特
徴
で
す
。

そ
し
て
恒
例
行
事
が
年
２
回
の

写
生
会
。
昨
秋
に
は
見
沼
田
ん

ぼ
、
今
春
に
は
山
梨
県
の
塩え

ん

山ざ
ん

に
足
を
の
ば
し
、
自
然
美
を
前

に
大
い
に
親
睦
も
深
め
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
活
動
に
加
え
、
毎

年
、
市
公
募
美
術
展
や
生
涯
学

習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
に
参

加
し
て
い
る
ほ
か
、
今
月
に
は

発
足
40
周
年
記
念
展
（
12
日
～

19
日　
同
館
）を
開
き
ま
す
。
風

景
・
静
物
・
抽
象
画
な
ど
約
50
点

の
力
作
を
ぜ
ひ
御
覧
く
だ
さ
い
。

　

独
特
の
深
み
で
多
彩
な
表
現

が
楽
し
め
る
油
絵
。皆
さ
ん
、い

っ
し
ょ
に
絵
筆
を
と
り
ま
せ
ん

か
。
北
澤
（
緯
443
・
４
２
５
６
）

ま
で
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

「毎回、集まるのが楽しみ」と、声をそろえる皆さん。
和気あいあいとした雰囲気で会話にも花が咲きます

記念展に向けて制作に熱が入る
皆さん

画

北
きた

澤
ざわ

 わか 会長
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Kawanabeyosa
i

き
な
夢
』
―
。
力
強
さ
の

な
か
に
も
し
な
や
か
で
優

し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
み
ご
と
な
書
。

こ
の
作
品
で
小
学
生
か
ら
高
校
生

ま
で
の
国
内
最
大
規
模
の
書
道
展

「
成
田
山
全
国
競
書
大
会
」で
12
万

７
５
３
６
点
の
中
か
ら
最
高
位
の

内
閣
総
理
大
臣
賞
、
蘭ら

ん

亭て
い

新し
ん

星せ
い

賞

に
次
ぐ
、
文
部
科
学
大
臣
賞
を
今

年
４
月
に
受
賞
し
た
の
は
、
中
央

小
学
校
５
年
生
の
山
﨑
心
寧
さ
ん

（
10
歳
・
北
町
１
丁
目
）
で
す
。

　

５
歳
頃
か
ら
字
が
上
手
に
書
け

た
山
﨑
さ
ん
。
周
囲
の
大
人
た
ち

が
字
を
褒
め
て
く
れ
る
の
が
う
れ

し
く
て
、
書
く
こ
と
が
大
好
き
な

女
の
子
で
し
た
。
そ
ん
な
山
﨑
さ

●広報蕨　№783　●発行 ／ 蕨市役所　〒335－8501　埼玉県蕨市中央５－14－15　☎048（432）3200　　●編集 ／ 秘書広報課広報広聴係

広
報
蕨　

七
八
三
号　

平
成
二
十
八
年
六
月
一
日
発
行　

毎
月
一
回
発
行　

印
刷
・
㈱
秀
飯
舎

広
報
に
載
っ
て
い
る
写
真
を
希
望
者
に
差
し
上
げ
ま
す
　
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

ひと
成田山全国競書大会　文部科学大臣賞受賞　

山
やま

﨑
ざき

 心
ここ

寧
ね

 さん

『
大

思いを筆にのせ目指すは頂点

ん
が
書
道
を
始
め
た
の
は
小
学
１

年
生
の
頃
。母
・
志し

乃の

さ
ん
の
勧
め

で
市
内
の
小こ

泉い
ず
み

書
道
教
室
に
通
い

始
め
る
と
、
翌
年
に
は
県
中
央
展

覧
会
に
入
選
す
る
ま
で
に
上
達
し

ま
し
た
。
当
初
は
、
４
歳
か
ら
続

け
て
い
て
海
外
の
大
会
に
出
る
ほ

ど
の
腕
ま
え
を
持
つ
フ
ラ
ダ
ン
ス

と
の
両
立
に
悩
ん
だ
こ
と
も
。
そ

れ
で
も
好
き
な
も
の
を
諦
め
た
く

な
か
っ
た
山
﨑
さ
ん
が
出
し
た
結

論
は「
両
方
が
ん
ば
る
」で
し
た
。

練
習
に
熱
が
入
り
、
夜
遅
く
ま
で

筆
を
執
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

「
好
き
な
こ
と
を
し
て
い
る
と
き

は
疲
れ
ま
せ
ん
」と
、に
っ
こ
り
。

　

出
品
課
題
の
字
句
は
自
由
だ
っ

た
全
国
競
書
大
会
で
山
﨑
さ
ん
が

選
ん
だ
の
が
冒
頭
の
四
文
字
で
す
。

縦
68
㌢
、横
17
・
４
㌢
の
紙
に「
や

る
か
ら
に
は
そ
の
全
て
で
頂
点
を

目
指
し
た
い
」
と
い
う
思
い
の
た

け
を
ぶ
つ
け
た
力
強
い
作
品
は
、

高
い
評
価
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
賞
を
受
け
て
、
15
人

の
日
中
友
好
少
年
少
女
書
道
交
流

団
中
国
派
遣
団
員
の
一
人
と
し
て

８
月
に
は
中
国
を
訪
問
し
ま
す
。

「
書
道
の
本
場
で
の
体
験
を
生
か

し
て
次
は
一
番
に
な
り
た
い
で
す
」

と
、
山
﨑
さ
ん
は
練
習
に
余
念
が

あ
り
ま
せ
ん
。
心
を
込
め
て
丁
寧

に
書
か
れ
る
書
に
は
命
が
吹
き
込

ま
れ
、『
大
き
な
夢
』
を
き
っ
と

か
な
え
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

輝

いて
ます

　

市
で
は
昨
年
協
定
を
結
ん
だ
河
鍋
暁
斎

記
念
美
術
館
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。
今
月
か
ら
同
館
の
展
示
作

品
を
通
し
て
暁
斎
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

　

左
の
作
品
は「
鍾し

ょ
う
き馗
之
図
」で
す
。
鍾
馗

は
中
国
道
教
の
神
で
、
唐
の
玄げ

ん

宗そ
う

皇
帝
の

夢
に
現
れ
て
小こ

鬼お
に

を
退
治
し
、
皇
帝
の
病

気
を
癒
や
し
た
こ
と
か
ら
、
鍾
馗
図
を
門

に
貼
り
出
し
て
邪
鬼
悪
病
除
け
に
す
る
よ

う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本

で
も
端た

ん

午ご

の
節
句
に
は
鍾
馗
の
人
形
や
絵

を
飾
っ
て
魔
を
払
う
風
習
が
あ
り
、ま
た
、

疱ほ
う

瘡そ
う（
天
然
痘
）除
け
に
赤
一
色
で
描
く
疱

瘡
絵
の
画
題
と
し
て
も
よ
く
用
い
ら
れ
ま

し
た
。
こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
鍾
馗
図
を

暁
斎
や
暁き

ょ
う

翠す
い
も
頼
ま
れ
て
描
い
て
い
ま
す
。

河
かわ

鍋
なべ

 暁
きょう

斎
さい

天保２年（1831）
～明治22年（1889）

 今月の河鍋暁斎記念美術館

天才絵師の作品

蕨にあり

▲中国で披露する字を練習する山﨑さん

現在の茨城県古河市
で生まれる。浮世絵
や狩野派を学び、江
戸・東京の庶民から
人気を博す｡ 明治９
年､ 万国博覧会に肉
筆画を出品。14年、
内国勧業博覧会で日
本画の最高賞受賞。
娘の暁翠も日本画家。

詳しい内容は
美術館のホー
ムページをご
参照ください

開　館＝午前10時～午後４時
休　館＝木曜日
　　　　毎月26日～末日
ところ＝南町４-36-４
入館料＝一般320円　
　　　　中学生～大学生210円
　　　　小学生以下105円
　　　　（20人以上の団体は要予約）
詳　細＝同館（☎441・9780）

河鍋暁斎記念美術館　｢四季の祝祭と暦｣ 展
期間＝６月25日（土）まで

暁斎筆 ｢鍾馗之図｣

本
作
品
は
現
在
の
展
覧
会
で
御
覧
い
た
だ
け
ま
す

▶受賞作品


